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dbK
献

福岡正夫先生がめでたく定年をお迎えになり，今年3 月に慶應義塾大学教授を退任なさることと 

なった。それを記念してとくに編集されるのが本号である。先生は，昭和22年助手に御就任になゥ 

て以来，今般の御退任までの在職期間は実に43年の長きにわたる。その間，研究者として理論経済 

学最先端のお仕享の傍ら，教育，学校行政にわたって慶應義塾に多大の貢献をなさってきたことは 

周知のとおりである。昭和30年に発足した福岡研究会は，この參に最後の第32期生を送り，歴代卒 

業生の総数は千人を超える結果となった。卒業生たちはいま産業界，官界，学界において，それぞ 

れ重要な役割りを担い，目ざましい活躍を示している。先生の影響の大きさを称えつつ本号を世に 

送る次第である。

先生のこれまでの御研究の全貌を知るには，主著『一般均衡理論』と，還暦を記念して編まされ 

た論文* 『均衡理論の研究』を読むにしくはない。これらの標題から知られるように，先生の御研 

究の中心は「一般均衡理論」にある。それは狭く解するならば，ワルラスの『純粋経済学要論』に 

始まる抽象市場経済の純粋理論を指し，広く解するならば，相互依存関係の中に展開する経済現象 

を連立方程式系の形で把える理論全般を指す。経済学への先生の貢献はその双方にわたっている。

先生の御研究の意參を正しく知るには，一般均衡理論研究における過去約40年間の情況について 

知らなけれぱならない。この理論が多数のすぐれた経済学者によって彫域が加えられ，科学として 

の経済学の基礎として認知されたのはまさにこの時期においてにほかならない。それは，ちょうど 

先生が経済学者としてこれまで活動をされてきた時期とほぽ一致する。数学による分析を知る者す 

ら少数であった経済学者*団の中で，高度の数学の使用が不可避である一般均衡理論の意義を認 

識し研究を推進していくのは容易なことではなかった。科学としての経済学の伝統の浅い日本で 

は，困難は一層大きかったと想像される。そのような情況の中で，先生は早くから一般均衡理論の 

重要性を認識なさり，新展開の最先端にある理論を海外から摂取しつつ，それに先生独自の改良を 

加えておいでになった。理論そのものの改良と理論体系全体の日本への定着，その両方において，； 

我が国の学界は実に多くを先生に負っている。

慶應義塾において先生の講義を聴く機会に恵まれた者は誰でも，そこで，最先端の最も難解なは 

ずの理論が実に分かり易く説かれたことを思い出すであろう。それは，先生の卓抜な表現力だけで 

はなく，説かれる対象についての透徹した理解があってはじめて可能なことである。一般均衡理論 

の発展過程での先生の役割を考えるならば，先生の講義がなぜそのようなものであったかがよく理 

解される。本号にまめられた論文は，そうした講義に言てられた者たちが先生に唐げる感謝のしる 

しである。



慶應義建大学教授からの退任は教育者からの退任ではなく，まして研究者からの退任ではない。 

先生はこれからもなおしばらく慶應ま塾の内外で教鞭をお執りになるであろうし，また研究面でも 

「貨幣と均衡」に関する御著書の公刊を計画しておられるようにうかがっている。いつも変らぬ若 

々しさをもって研究に専念される先生のお姿を，これからも永く見続けることができるようにと， 

心からお祈り申し上げる次第である。

1990年 2 月

神 谷 傳 造  

川 又 邦 雄


